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⽶国のコンサルタント会社 Navigant 社が⽶国⾵⼒産業協会（American Wind Energy 

Association, AWEA）の依頼で「⾵⼒発電：全⽶ 50 洲における雇⽤と経済への効果」（Wind 

Energy: Jobs & Economic Benefits in all 50 States）と題する報告書を作成し、⽶国⾵⼒産業

協会が 2017 年 3 ⽉に公開した。 

 

この報告書の 2016 年〜2020 年の⾒通しは； 

◎ 設備容量：⾵⼒発電の設備容量は、2016 年の 82GW から、毎年 8~10GW 加わって 2020 年

までに 35GW に増加する。 

◎ 雇⽤：⾵⼒業界は、2016 年に全⽶で製造・建設・運転維持などで約 10 万⼈の雇⽤をしてお

り、これが 2020 年には 24 万 8 千⼈の雇⽤に増加し、その経済規模は$85B に成⻑する。 

 

以下、報告書< http://www.awea.org/gencontentv2.aspx?ItemNumber=9852 >より抜粋 
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